Social Display Rules and Prosocial Behavior in Emotion Development of Children : Its Concept and Review, and Perspectives for Future Research by 本間（樋掛）, 優子 et al.
幼児・児童の社会的表示規則と向社会的行動に関する研究レビュー
37
る」では、６割から７割の児童が「あてはま
る」「ややあてはまる」と回答している。こ
の結果から、児童が学校生活において不快な
感情を適切に処理できなかったり、感情を適
切に統制することが難しい様子がうかがえ
る。そしてその数は決して少なくなく、特定
の児童に限らず数多くの児童が、感情統制に
ついて難しさを感じていることが明らかと
なった。
　自己の感情表出を統制することは、他者と
の関係を良好に保つために必要なことであ
る。ゆえに、感情統制は子どもが社会化され
ていく過程の中で、重要な要素であるといえ
る。感情統制は、感情発達に関する研究の鍵
概念の１つとして位置づけられ、感情（情
動）の喚起や反応を何らかの形で制御する過
程を指す語として用いられている
３）
。
　また近年、いじめは悪質化し、いじめた側
Ⅰ　はじめに
１．問題と目的
　学級崩壊やいじめ、非行の低年齢化など、
子どもの行動上の問題は長年取り上げられて
いる。特に、小・中学校における暴力発生件
数は、平成20年度、調査開始以降最も多かっ
たことが報告されている
1 ）
。私たちは学校や職
場などで社会生活を営む際に、自分の気持ち
を常にそのまま表現するわけではなく、適切
に統制することが必要であるが、暴力行動と
いった問題行動の背景には、適切に自分の気
持ちを表現したり、統制することへの困難さ
がうかがえる。
　文部科学省の「児童生徒の心の健康と生活
習慣に関する調査結果
2 ）
」によると、「わたし
はいらいらしている」では約４割、「急にお
こったり、泣いたり、うれしくなったりす
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し、「Child」「Display rule」をキーワードに
含む論文を検索した。その結果、88件の論文
がヒットした。その中でさらに、「Prosocial 
behavior」をキーワードに含む論文７件を抽
出した。このようにして得られた研究の中か
ら、以下の基準を設け、その後のレビューの
対象とする研究を選択した。
　⑴実験および、質問紙による調査研究を実
施している。
　⑵先行研究の追試ではなく、新しい知見が
述べられている。
　さらに、抽出した論文に引用されていた論
文で上記のキーワードにヒットせず抽出され
なかったが、本研究の目的に一致する論文に
ついては、その論文の原文にあたった。
Ⅱ　感情の社会的表示規則（Social
　　 display rules）と向社会的行動
１．感情の社会的表示規則（Social display
　　 rules）－その概念と研究のレビュー－
　これまで、幼児期から児童を対象にした感
情統制に関する研究では、感情（情動）経験
自体の表出の統制に関する研究よりも、仲間
や友人関係に関わる感情表出の統制に関する
研究が、主流となっている
９）
。従来の研究で
は、感情表出の統制の獲得過程は、「社会的
表示規則（Social display rules）の獲得過程」
として捉えられてきた
10）
。社会的表示規則
（Social display rules）とは、与えられた状況
に対し、社会的に適切な感情表現をすること
と定義される
11）
。これは、“子どもが、社会的
な慣習に従って、自分の感情表出行動の表示
（display）をモニターしたり統制したりする
（regulate）することを学ぶ”ことである
12）
。
　社会的表示規則（Social display rules）につ
いては、多くの研究ではがっかりする状況
（例えば、期待はずれの贈り物を受け取って
がっかりした時に、相手の気持ちを考えて嬉
しいふりをする）や、痛みや悲しみ、怒り、
が逮捕されるケースも増加している。携帯電
話やメールを使ったいじめも急増している。
このように、子ども同士のいじめの問題が社
会で大きく取り上げられているが、原因とし
て「他者の立場になって考える」、「他者の
感情を感じ取る」といった、他者に対する感
情理解能力の欠如が背景にはあると考えられ
る。さらに、感情理解能力は、向社会的判断
や向社会的行動と関連があることが明らかに
なっている
４）
。
　そして、子どもの向社会的能力の発達に
は、適切な感情統制を子どもが用いることが
でき、さらに自身の感情について理解できて
いるかどうか、ということが重要である
５）
。こ
のことから、児童期における向社会性の発達
には、感情発達の中で、感情統制と感情理解
という２つの要因が大きく関わっていると考
えられる。幼児期および児童期における向社
会的な能力の発達は、成人期の適応にも関連
するので極めて重要な研究領域である
６）
。ま
た、園田
７）
や星
８）
が指摘しているように、感情統
制の発達のメカニズムを明らかにするために
は、幼児期から児童期にかけての研究が必要
である。そこで、本研究では幼児期から児童
期における感情発達に関する研究の中で、特
に感情統制と感情理解という２つの側面か
ら、これまで行われてきた主要な研究につい
てレビューを行うこととした。
　
２．方法
　文献研究の方法については、以下のように
行った。
　まず、日本語文献については、CiNiiを使用
し、「児童」、「感情」をキーワードに含む
論文について検索を行った。その結果、613件
の研究がヒットした。その中で、「感情表
出」がキーワードにある論文19件、「感情理
解」がキーワードにある論文８件、「向社会
的行動」がキーワードにある論文33件を抽出
した。英語文献については、PsycINFOを使用
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に従っているだけである
14）
。さらに研究は、
「人は本当の感情とは異なる感情を表出する
ことがある」ということを、子どもが認識し
ているかどうかに焦点があてられるように
なった。
　Harrisら
15）
は、Saarni
12）
の実験パラダイムを４歳
児向けに修正し、幼児（４歳、６歳）を対象
にした実験を行った。Harrisら
15）
が使用した課
題では、主人公がポジティブまたはネガティ
ブな感情を感じていながら、その表出を抑制
しようとする８つの場面が設定されている
（例えば、主人公はおかしな服を着たおばあ
さんを見たが、怒らせるといけないので自分
の気持ちを隠そうとしている：ポジティブ感
情の表出抑制、主人公は転んだが、友達に笑
われたくないので、自分の気持ちを隠そうと
している：ネガティブ感情の表出抑制）。ス
トーリーの提示後、主人公の本当の感情と、
見せかけの感情（どんな顔をしようとしてい
たか）について質問をし、参加児は主人公の
本当の感情と見せかけの感情について、「喜
び」「悲しみ」「普通」の表情図の中から選
択し、その選択について理由づけすることを
求められた。その結果、６歳児は４歳児とは
異なり、見せかけの感情と本当に感じている
感情を区別し、さらに適切な理由づけができ
ることが示された。
　Harrisら
15）
の研究をきっかけに、社会的表示
規則（Social display rules）に関し、子どもの
理解を調べる研究が多く行われた。それらの
研究のほとんどが４歳から６歳の間に見せか
けの感情と本当の感情の区別が可能になると
いう、一致した見解を示している（例えば、
Banerjee & Yuill
16）
、溝川
17）
など）。そしてその後
も発達は続き、児童期に入ると幼児期に比較
し、教師、友人とのやりとりといった、さま
ざまな社会的な経験の増加に伴い、感情に関
する知識も増え、理解もより深まる。また、
感情表出を統制しようとする動機についての
理解も深まっていくことが明らかになってい
というようなネガティブな感情の中で、子ど
もがどのように社会的表示規則（Soc i a l 
display rules）を用いるかについて、検討され
てきた
６）
。
　社会的表示規則（Social display rules）に関
する一連の研究は、Saarn i
12）
から始まる。
Saarni
12）
は、児童（６，８，10歳児）を対象に 
“期待はずれの誕生日プレゼントをもらう”
などの、感情を制御する必要のある仮想場面
（４話）を提示して、例話の主人公がどのよ
うな表情をすると思うか、およびその理由を
たずね、感情表出のルールの発達について検
討している。その結果、年齢が高まるにつれ
て、社会的表示規則（Social display rules）を
多く用いることが示されている。また、
Saarni
11）
は、実験者の調査（算数などのワーク
ブックの難易度を調べる）に協力したお礼を
あげるという実験という手法からも、社会的
表示規則（Social display rules）について検討
している。魅力的なお礼としては、例えば、
お菓子とお金、期待外れのお礼としては、例
えば、赤ちゃん用のおもちゃを設定し、実験
を行っている。その結果、魅力的なお礼をも
らうときには、どの学年の児童（６，８，10
歳児）もポジティブな表情を示すが、期待外
れのお礼をもらうときには、ネガティブか
ニュートラルな表情を示す児童が多く、10歳
児の女児のみが、つまらないプレゼントをも
らったときにもポジティブな感情を多く表出
していることが示された。実際の実験場面で
は、仮想場面を用いた実験と結果は異なり、
性差が認められることが明らかとなった。
　また、期待外れのプレゼントをもらったと
きにも相手に笑顔を見せるというような本当
の感情とは異なる感情の表出は、発達的に見
ると３，４歳頃から可能になる
13）
。しかし、
３，４歳児はまだ、表出された感情と本当の
感情を意識的に区別できず、単に「プレゼン
トをもらったときは、いつも笑顔を見せる」
という社会的表示規則（Social display rules）
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保護的な動機に基づいた表情表出ルールより
も、向社会的動機に基づく感情表出ルールの
方がはやく理解されることを示した。 平林・
柏木
10）
の研究では、自己防衛動機によって感情
表出を統制すると理解している子どもは仲間
からの評価が低いという結果が得られてい
る。また、向社会的動機によって感情表出を
統制すると理解している子どもは、仲間から
受け入れられており、教師評定による社会的
コンピテンスも高いことがJonesら
21）
の研究に
よって明らかになっている。
　近年、児童期における社会的表示規則
（Social display rules）の使用と向社会的行動
の発達に関する研究がなされて
22）５）11）
いる。このよ
うに、人が意図的に感情表出を調整し得るこ
とについて理解する能力は、他者との感情的
な関わりを持つ上で重要な感情コンピテンス
の１つであると考えられている
23）
。よって、次
節では児童期における社会的表示規則（Social 
display rules）と向社会的行動の関連について
レビューしていくこととする。
２．児童期における社会的表示規則（Social 
　　display rules）と向社会的行動の関連
　児童期における向社会的行動について検討
するにあたり、年齢による子どもの生活環境
の相違に留意する必要がある。幼児期と児童
期の大きな相違点として、児童期は家庭に加
え、学校生活が大きな割合を占めるようにな
る。それに応じて学校生活での教師や友人と
の関係が子どもにとって重要になってくる。
一般的に、社会的表示規則（Social display 
rules）を上手に用いることができ、ポジティ
ブな感情を示す子どもは、教師や友人から社
会的コンピテンスがあると評価されやすい
24）
。
具体的には、攻撃性が少なく、引っ込み思案
ではなく、より向社会的で、社会的コンピテ
ンスがあるとみなされる
24）
。
　児童期における社会的表示規則（Socia l 
display rules）と向社会的行動について検討さ
る
18）
。
　感情表出を統制する動機は、自己に対する
他者からの評価が下がってしまうことを避け
る、相手をがっかりさせてしまうことを避け
るなど、その場面や状況によって異なり、こ
れまで感情表出を統制する動機は「自己防衛
的動機」と「向社会的動機」の２つに大きく
分類され、研究が行われてきた
19）
。
　樟本ら
20）
の研究 では、従来の自己に生じた感
情を状況に応じて制御するという、社会的表
示規則（Social display rules）の使用とは異な
り、他者に生じている感情に応じて、自己の
表情を制御するかという、逆の方向から社会
的表示規則（Social display rules）の使用につ
いて調査している。内容としては、小学１年
生、３年生、５年生に対し、課題として外的
表情と内的表情図を用いている。外的表情図
は、喜び、悲しみ、怒り、ニュートラルの４
種であり、内的表情図は、顔の輪郭だけ書か
れた主人公の胸部に、主人公の内的表情を示
す表情図を用いている。物語課題としては、
怒り、悲しみ、喜びに関する物語が各々２種
類であり、使用する物語課題場面において、
友人の感情に合わせた外的表情を自分が表出
することができるか、そして、その理由を検
討している。理由については、①向社会的②
自己保護的③規範の維持④無関係⑤非共感⑥
その他から選択させる形式をとっている。結
果としては、１年生よりも３年生、５年生の
方が、より多くの社会的表示規則（Socia l 
display rules）を使用していることがわかっ
た。また、理由については、感情の種類の違
いによって、友達の感情表出に合わせて表情
を統制する理由づけに差異があることが小学
１、３年生では明らかになった。 
　Gnepp & Hess
19）
はこれらについて小学１年
生、３年生、５年生を対象に発達的な変化を
検討し、社会的表示規則（Social display 
rules）は児童期の間に加齢に従って理解され
るようになること、また子どもにとって自己
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公について、主人公の気持ちや、どんな状況
かについてたずねる。主人公の気持ちについ
ては、喜怒哀楽の表情図からも選択させ
る）。
　感情的/道徳的帰属（Affect ive/Mora l 
Attributions）に関する課題では、主人公Aが
困難（恥ずかしい思いをしたり、いじめられ
たり）に遭遇するが、もう一人の子どもBが
からかったり揶揄する仮想場面の物語を８つ
提示し、その後子どもに３つ質問（なぜ、B
はそのような行動をしたか、Bはどのように
感じているか、Bはどのように感じて、Aをか
らかったり揶揄したか）をしている。質問に
対する回答（感情の帰属）について、共感
性、愛他性、自責、攻撃性、否認についてそ
れぞれ０～８点で評定された。
　社会的表示規則（Social display rules）につ
いては７つの仮想場面が提示され、それぞれ
に対しどのような感情を表出するかが測定さ
れた（Sarrini
12）
のプレゼント課題に類似の課題
が用いられている）。友人関係の質、教師に
評定よる子どもの向社会的行動については、
質問紙評定が行われた。　
　結果として、感情の帰属に関する課題で
は、攻撃性と否認による帰属の高さは、ネガ
ティブな友人関係と関連があり、子どもの向
社会的な行動は、感情的視点取得能力と向社
会的な動機による社会的表示規則（Socia l 
display rules）の使用を予測することが明らか
となった。
　Garner
29）
は縦断研究も行っており、５歳児に
対し、表情に関する理解（Knowledg of facial 
expressions、例えば、“嬉しい”という言葉
に合った顔の表情を選ぶ）、感情が引き起こ
される状況の知識（Knowledg ofemotion-
eliciting situations、例えば、喜び、悲しみ、
怒り、恐れ、驚きといった感情が喚起される
VTRを視聴させ、子どもがその状況について
理解できているかを評定する）、感情的視点
取得能力（Emotional role- taking、例えば、
れた研究は、幼児期を対象にした研究に比べ
ると、数が少ない。しかし、学校生活を円滑
に送る上で、社会的表示規則（Social display 
rules）と向社会的行動の関連について明らか
にすることは、非常に重要であり、多くの研
究で、対人関係と感情表出に関する理解は、
10歳前後にそれ以前と質的に異なる発達段階
に至るという結論が導きだされてい
25）26）
る。そこ
で、本稿では児童期における社会的表示規則
（Social display rules）と向社会的行動の関連
に関する研究について、主要な研究について
レビューを行う。
　社会的表示規則（Social display rules）の測
定には２種類あり、仮想場面（例えば、
Saarn i
12）
に類似）を用いて社会的表示規則
（Social display rules）と向社会的行動につい
て検討された研究では、初期ではUnderwood
ら
27）
、Garner
28）
の研究を挙げることができる。ま
た、実験場面（例えば、Saarni
11）
に類似）を用
いた研究では、McDowell，O’Neil，＆ Parke
６）
を挙げることができる。
　まず、仮想場面を用いた研究からみていく
と、Underwoodら
28）
は、８歳から13歳までの子
どもに対し調査を行い、社会的表示規則
（Social display rules）の知識の欠如が、攻撃
性と関連することを示した。
　Garner
28）
は、小学３、４年生に対し、感情に
関する知識に関する課題として、⑴感情的視
点取得能力（Emotional role- taking）、⑵感
情的/道徳的帰属（A f f e c t i v e /M o r a l 
Attributions）に関する知識、⑶社会的表示規
則（Social display rules）の３つについて測定
し、それらと子どもによる友人関係の質、教
師に評定よる子どもの向社会的行動の関連に
ついて検討を行った。
　感情的視点取得能力（Emotiona l ro le- 
taking）については、子どもに仮想場面の物
語を10個提示し、主人公がどのような感情を
感じるかについて選択させるものである（例
えば、誕生日なのに悲しい顔をしている主人
新潟青陵学会誌　第５巻第１号 2012 年９月42
況で感じる感情の強さ、感情が喚起されるま
での時間（Latency）、なだまりやすさ（ease 
of calming）について10点満点で得点化させ、
加えてその状況で怒りや悲しみをどれくらい
感じるかについて、７件法で子どもに評定さ
せている。それに加えて、社会的表示規則
（Social display rules）の実験として、子ども
は３回実験室を訪れ、１回目は実験に参加す
れば以降、終了後お礼がもらえるとだけ伝え
られ、２回目は、インタビュー終了後、年齢
相応のおもちゃがもらえるが、それを取り上
げられた時のリアクションが録画される。そ
して、３回目に実験室を訪れた際に、それを
返してあげると実験者は約束する。３回目の
セッションでは、実験者は年齢や性別に即し
ていないおもちゃが入ったバックを子どもに
渡し、そのときの子どもの反応が録画され、
２回目、３回目のセッションでの子どもの様
子がコード化される。その他の測定尺度とし
ては、子どもの社会的コンピテンスについて
教師によりクラス内行動が評定され、ソシオ
メトリックインタビューが実施された。
　結果として、ネガティブなコーピングスタ
イルの報告と、社会的表示規則（Soc i a l 
display rules）の使用には、負の相関がみられ
た。 また、女児の方がネガティブな感情に対
し、効果的なコーピングを用いることができ
ることが明らかとなった。そして、より適切
に社会的表示規則（Social display rules）を用
いることができるほど、教師や友人から、社
会的コンピテンスがあると評価されることが
明らかとなった。
Ⅲ　まとめ
　以上、社会的表示規則（Social display 
rules）について、従来なされてきた主要な研
究について概観し、その他、児童期における
社会的表示規則（Social display rules）と向社
会的行動の関連について、研究のレビューを
誕生日なのに悲しい顔をしている主人公につ
いて、主人公の気持ちや、どんな状況かにつ
いてたずねる。主人公の気持ちについては、
喜怒哀楽の表情図からも選択させる）を測定
し、同被験者に対し、４年後、小学校中学年
のときに社会的表示規則（Social display 
rules、動機についても自己保護的な動機、向
社会的な動機、それぞれ測定）、感情表出の
調整に関する知識（Expression Regulation 
Knowledg、例えば、見せかけの感情と、本当
の感情の違いについての理解）について測定
し、その関連について検討している。結果と
して、５歳時の感情的視点取得能力は４年後
の社会的表示規則（Social display rules）の使
用で、とりわけ自己保護的な動機による社会
的表示規則（Social display rules）使用と負の
関連が認められた。
　また、McDowell ＆ Parke
30）
は小学３年生に
ついて社会的表示規則（Social display rules）
の種類（ポジティブ、ネガティブ）について
も検討を行い、ポジティブな感情だけではな
く、ネガティブな感情も適切に社会的表示規
則（Social display rules）に沿って用いること
ができれば、教師や友人からの評価は高いと
いうことを示している。
　実験場面を用いた研究として、McDowell，
O’Neil，＆ Parke
６）
は、社会的表示規則（Social 
display rules）の使用が感情統制能力を示す指
標であるとして、社会的表示規則（Socia l 
display rules）の使用が学校での適応行動を予
測することを明らかにしている。 被験者とし
ては、小学４年生であり、測定内容として
は、ネガティブな感情への反応とコーピン
グ、ネガティブな状況での社会的表示規則
（Social display rules）の使用についてであ
る。
　課題としては、 怒り、フラストレーション
を喚起する仮想場面を５つ提示し、そのとき
にどのようなコーピングストラテジーを用い
るかについて質問している。さらに、その状
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で（例えば、Sarrni
12）
（1979）の仮想場面の課
題に基づく物語課題を提示し、それについて
喜怒哀楽をどれくらい表出するかについて4件
法で回答を求める）、質問紙形式で測定がで
きる可能性はあるだろう。
　また、従来の研究では、感情表出の統制の
獲得過程は、「社会的表示規則（Soc i a l 
display rules）の獲得過程」として捉えられて
きたが
10）
、社会的表示規則（Social display 
rules）は感情の自己統制についての知識を促
進するが（Matsumotoら
32）
）、社会的表示規則
（Social display rules）と感情の自己統制は区
別されるべきである（Garner & Hinton
33）
）と近
年述べられるようになった。社会的表示規則
（Social display rules）と感情の自己統制が異
なる点は、感情の自己統制は感情に基づいた
行動を維持したり、調整し（Rothbar t，
Ziaie，& O’Boyle
34）
）、個人が自己の内部に喚
起された感情を管理したり（manage）、統制
（regulate）する能力である（Matsumoto
ら
32）
）。McDowell, O'Neil, & Parke
６）
は、他者を
考慮して実際の経験感情とは異なる感情を表
出するという社会的表示規則（Social display 
rules）の使用が感情統制能力を示す指標であ
ると述べているが、研究者間で見解の相違が
みられることが明らかとなった。今後の研究
の課題として、両者の定義および測定方法を
明確に区別した上で扱っていくことが必要で
あろう。
付記　
　本研究は、2012年度新潟青陵大学共同研究
費助成を受けている。
行った。以下、今後の研究の展望について考
察を行う。
　社会的表示規則（Social display rules）と向
社会的行動は密接に結び付くことが文献のレ
ビューから明らかとなり、児童の学校場面で
の向社会的行動を促すには、社会的表示規則
（Social display rules）の獲得を促すことが必
要と考えられるが、日本では、児童期におけ
る社会的表示規則（Social display rules）と向
社会的行動の関連に関する研究はほとんど行
われていない（平林・柏木
10）
のみ）。
　McDowell，O’Neil，＆ Parke
６）
の研究は、小
学４年生に対し、社会的表示規則（Socia l 
display rules）と学校での適応行動との関連を
明らかにした点は評価できるが、社会的表示
規則（Social display rules）の測定が実験室に
３回訪れるという方法で行われており、日本
の学校現場で実施するのは困難である。ま
た、Saarni
12）
の仮想場面の課題も海外の研究で
は良く用いられているが、児童一人一人に対
し、児童－インタビュアー１対１で４つ物語
を提示し、１つの物語につき４つ質問をして
いる（４×４＝16）。統計による量的分析に
耐え得るほどのデータを得るということを考
えると、複数人インタビュアーがいたとして
も、学校現場に負担は大きく、実施すること
は難しいだろう。よって、日本の学校現場に
即した形（質問紙形式）で社会的表示規則
（Social display rules）の測定を行うことが必
要で、児童用の社会的表示規則（Soc i a l 
display rules）に関する質問紙の開発が必要だ
ろう。
　塙
31）
は「怒り」、「喜び」、「悲しみ」（既
知）、「悲しみ」（未知）についてそれぞれ
の感情に基づく物語を２つずつ提示し、父
親、母親、よく一緒に遊ぶ友人に対して、そ
れぞれの感情をどれくらい見せるかどうか、
４件法（見せる～見せない）で回答を求めて
いる。この課題を社会的表示規則（Socia l 
display rules）を測定するものに改良すること
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